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本 書 『ケ ルムス コッ ト・プ レス ー ウ ィリ
ア ム ・モ リ ス の 印 刷 工 房』 はWilliamS.
PetersonによるTheKelmscottePress:A
HistoryofWilliamMorris'sTypographi-
calAdventureの全訳 であ る。著者 はア メ リ
カ のメ リー ラン ド大 学の英文学部 の教授 だが,
書誌 に関す る造詣 も深 い6ま た世 界的 に見 て
現在 のケルムス コ ッ ト ・プレス研 究の第一人
者 で ある といわれ るほ どで,こ れ まで にその
関連 資料 を ま とめたThe-IdealBook(邦訳
『理 想 の書 物』1992年,晶文 社 刊)及 び 、4
BibliographyoftheKelmscottPressを著
述 して いる。本書 は これ らの資料 を も とにケ
ルム スコ ッ ト ・プレスの歴 史 を集 大成 した も
ので ある。 これ まで にケルム スコ ッ ト ・プレ
スの歴史 について これほ ど本格 的に扱 った著
作 は ほ と ん ど な い。1924年にHalliday
Sparling著TheKelmscottPressand
WilliamMorrisMaster-Craftsmanが出版
されたが,そ れ以来 の本格 的 なケルムス コッ
ト ・プレス論 となってい る。
本文 を概観 しなが ら,そ の 内容 を若干紹介
してお こう。第1章 はヴ ィク トリア朝 の印刷
事情 につ いて書 かれ てお り,ヴ ィク トリア朝
の印刷業者 に よるタイポグ ラフィや書物 デザ
イ ンの例が紹介 され てい る。 ヴィク トリア朝
の書物 に見 られたモ ダン ・フェイスのタイ ポ
グ ラフィが 書物 の美 しさ を損 なってい る とい
うのがモ リスの主張で あ った。第2章 はモ リ
ス と書物の芸術 につ いて,ケ ル ムス コッ ト ・
プ レス設立以前 に制作 したモ リスの手稿 本,
あ るい は印刷本 のデザ イ ンにつ いての考 えが




手稿本にあると,モ リスが感 じていた ことを













の素材へのこだわ りの様子が紹介 されてお り,
またモリスのタイポグラフィ理論が,ケ ルム
スコット・プレス以前の書物デザインの実験,
エマ リー ・ウォーカーの助言,ケ ルムスコッ
ト・プレスでの書物デザインの試みなどによ
って徐々に形成されていった過程が詳細 に解














の運営に関してで,ホ リデイ ・スパー リング,
シ ドニー ・コッカレル,フ レデ リック ・S.
エリス,バ ーナー ド・クォリッチなど,ケル



















































モ リスの書物デザインの追求 を見事に反映 し
てお り,それがまたケルムスコット・プレス
の存在価値を証明し,現代的デザインの方法




デザインの実現が困難だ と非難 され,商 業印
刷ではそれが取 り入れ られないことも多かっ
たが,今 日のようにコンピュータが印刷機 と
連動されて自在 に用いられるようになった時
代では,モ リスの素材へのこだわ りを別にし
て,タ イポグラフィやレイアウト,書物デザ
インに限定すれば,・モリスの書物デザインの
理想が実現できそうにも感 じられる。 こうし
たモリスの書物 デザインの具体的な試みを知
ることは,現代的デザインの方法論を問い直
す良いきっかけとなるように思える。
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